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ナースキャップの必要性について
一看護婦の意識調査からの一考察一
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1　はじめに
　現在、本院ではナースキャップは制服の一部であり、
白衣とともに着用が義務付けされている。しかし、一
部では白衣の自由化や、ノーキャップ制を実施してい
る病院もある。果たしてナースキャップは、どのよう
な意味をもつのであろうか。
　1）江川は「どうして、アメリカのナースはユニフォ
ームやキャップをつけないのだろうか。それは医療チ
ームのなかで、個々の能力や責任を強く要求される専
門職としてのナース自身のはっきりとした自覚の現れ
だと考えられる。」と述べている。しかし、2）鳥は
「看護婦自身も患者も、白衣によって安心感を覚える。
白衣は病院ではぜひ必要なものと思う。」と述べてい
る。
　キャップに対して肯定・否定している意見は様々あ
る。そのどちらにも共通している事は、ナースの自覚、
意識にキャップが関与している事である。そこで、本
院のナースのキャップに対する意識調査を行った。そ
の結果をもとに、以下に示す3点に着目した。①キャ
ップに対する考えの傾向。②キャップに対する意識に
関与する因子の有無。③ナースの感じるキャップの利
点・欠点。これらの方向から得られたデータを分析し
た結果を報告する。
ll研究方法
　H5年6月～7月にかけて、研究テーマの選択、検
討、立案を行った。8月～10月に文献調査を行うとと
もに、アンケートの項目の検討を行った。10月に作成
したアンケートを、15階東病棟にてプレテストを実施
した。プレテストの結果をもとに、アンケートの見直
しをし、アンケートを作成した。11月5日アンケート
配布し、11月12日回収した。11月13日～11月30日にア
ンケートの集計を行った。12月3日～12月9日にデー
ターをパソコンに入力し、12月10日～12月21日にデー
ターを統計処理し、報告をまとあた。
　研究方法は、アンケート調査法とし、無記名回答紙、
選択肢及び記述式にした。
　対象は、本院に勤務するナース744名とした（15階
西を除く）。
　11月5日にアンケート用紙を配布し、11月12日に回
収、又は送付してもらった。回収率88％（653名）
　データー分析の方法は、クロス集計を行い、t一検
定、x2検定を行った。
m　結果
1．ナースキャップの必要の有無
①必要②不必要③どちらともいえない④無回答
（図1）
〈全体〉 （SX）．6％
4人
①36％
@（258人）
②15％
i92人）
③48％
@（299人）
（表1）　〈資格別〉
必要 畷 どちらともいえない 計准看護婦 7（47％） 1（7％） 7（47％） 15
看護婦㈹ 237（40％）80（14％）272（46％）589
イ果、健女吊
侮Y婦 14（33％）10（23％）19（44％） 43
（表2）〈出身校別〉
必要 畷 どちらともいえない 計准看護学校 9（56％） 1（6％） 6（38％） 16
看護学校 220（41％）66（12％）214（40％）538
看護短大 7（23％） 9（29％）15（48％） 31
看護大学 1（17％）3（50％）2（33％） 6
雛謡学校 12（35％）7（20％）15（44％）34
（表3）〈戴帽式の経験別〉
必要 不必要 どちらともいえない 計
経験有 252（40％）84（13％）291（46％）631
経験無 6（27％） 8（36％） 8（36％） 22
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（表4）〈経験年数別〉
　　緻
o験年数 必要 畷 どちらともいえない 計
1 68（50％）13（10％）53（40％）134
2 51（57％）5（6％） 33（37％） 89
3 25（32％）14（18％）38（49％） 77
4 22（40％）8（15％）25（45％）55
5 21（45％） 6（13％）20（42％）47
6 8（24％） 9（27％） 16（48％）33
7 6（21％） 6（21％） 16（57％）28
8 16（50％） 7（22％） 9（28％） 32
9 3（14％） 3（14％）16（72％）22
10 6（25％） 3（13％）15（62％）24
11～20 26（32％）13（16％）42（52％） 81
21～40 10（43％） 4（17％） 9（39％） 23
3．訪問看護時のキャップの必要の有無
　　　　　　（統計処理の結果のみ記載する）
（図3）
〈全体〉
④1％8人
（D3％
20人
＠　739060
　（479人）
＠22so｝6，
（燭人）
　キャップの必要の有無についての質問に対して、36
％が必要、15％が不必要、48％がどちらともいえない
という結果が得られた。必要と答えた群と不必要と答
えた群を、資格、出身校、戴帽式の経験の有無につい
てそれぞれx2検定を行った。その結果を以下に示す。
〈資格別＞　X2＝3．907　y　・＝　2　関連がない。
〈出身別校〉κ2＝16．480　v　・4　関連がある。
〈経験別＞　X2＝7．166　v　＝＝1　関連がある。
　キャップの必要の有無と、経験年数の平均値で、
t一検定を行った。必要有の平均経験年数は5．236、
必要無の平均経験年数は6．800であった。ゆえにt＝
2．13で経験年数はキャップの必要の有無と関連がある。
①必要②不必要
④無回答
③どちらともいえない
＜資格別＞　X2＝0．724　レ＝2　関連がない。
〈出身校別＞X2＝1．790　y＝4　関連がない。
〈経験別＞　X2＝0．825　ン＝1　関連がない。
〈平均経験年数〉
　　必要＝6．100（年）　不必要＝6．232（年）
　　t＝0．134関連がない
4．着帽が自由な場合の選択
　　（統計処理は、つける群とつけない群のデーター
　　を使用した。結果のみ記載する。）
（図4）
　　　　　　　　　　　　　　　　⑤2％14人
〈全体〉
（1）　369060
（237人）
＠　289060
（181人）
3）　23SO）6，
（152人）
＠11％
（69，心
2。看護士にキャップは必要か？（統計処理の結果の
み記載する）
（図2）
④1％6人
＠　53％
　（349人）
＠　39％
（252人）
①つける　②つけない　③分からない
④周囲に合わせる　　　⑤無回答
〈資格別＞　X2＝0．231　v＝2　関連がない。
〈出身校別＞X2＝3．616　y　＝＝4　関連がない。
〈経験別＞　X2＝1．137　v＝1　関連がない。
〈平均経験年数〉
　　つける群＝5．808　つけない群＝・7．286
　　t＝2．297関連がある
く全体〉 07％
（姻
①必要②不必要③どちらともいえない
④無回答
〈資格別＞　X2＝0．155　v・＝2　関連がない。
〈出身校別＞X2＝1．316　v＝4　関連がない。
＜経験別＞　X2＝1．913　ン＝1　関連がない。
〈平均経験年数〉
　　必要＝6．271（年）　不必要＝6．336（年）
　　t　＝＝o．056関連がない
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5．キャップの利点（記述式）
（表5）
髪をまとめるのに便利
すぐにNsと分かる（他職との区別・目印）
清潔感がある
仕事とプライベートの区別ができる
専門職という自信・責任を自覚できる
白衣とのバランスがとれる
統一性がある
今のユニフォームに似合う
正装感がある
見た目がよい
イメージUPする
Nsと認められる
Ptへ安心感を与える
頭髪の乱れを隠せる
髪が過美にならない
髪をまとめるバレッタがかくせる
忙しくて髪を洗えなかった時カバーできる
白髪がかくせる
感染予防
誰にでも似合う
Ptより信頼される
優しい感じがする
顔がひきしまってみえる
136人
102人
47人
24人
14人
10人
　3人
　3人
　2人
　2人
　2人
　2人
　2人
　1人
　1人
　1人
　1人
　1人
　1人
　1人
　1人
　1人
　1人
6．キャップの欠点（記述式）
（表6）
イメージで仕事をしているのではない
ディスポのキャップをかぶる時うっとおしい
大きさに問題がある
髪型が制限される
小さくて無意味
形が悪い
よごれやすい、手入れしにくい
体位変換の時邪魔
キャップのピンが危険
髪を無理にまとめると痛い
頭が痛い
髪がぬける
ヨレヨレしててだらしがない
実用的でない
婦長・主任の区別がない
ボランディア精神を求められる
何でも言うことを聞くというイメージがある
Drの下というイメージがある
かたくるしい
肩がこる
3人
3人
3人
2人
2人
2人
2人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
1人
邪魔である
ぶつかる（他人・物を拾う時・狭い所）
ピンが痛い
ピンではげる
キャップを外した時に、髪が乱れる
キャップに髪をまとめにくい。時間がかかる
外れやすい
危険
わずらわしい、面倒（時間がない時等）
ひつぱられると危険
髪がおちていたり、キャップのかぶり型が悪
いと不潔にみえる
キャップを外した後髪がパサつく
頭がむれる、かゆくなる
枚数が少なく、不潔なものを使用している
センス・個性がない
144人
33人
32人
30人
28人
19人
15人
15人
13人
　8人
8人
8人
6人
6人
4人
IV考察
　調査の結果から、当院のナースのキャップに対する
意識は、学歴、三三式の経験の有無、経験年数によっ
て影響を受けていることが分かった。しかし、看護士
や、訪問看護時におけるキャップの意識に、影響を受
ける要因がなかった。
　3）木村は、　「わが国では、無資格の人がキャップを
つけて働いているところもあるようですが、米国では
専門教育を受けたナースが、キャップをつけていない
という傾向にあります。rキャップをかぶっても、か
ぶらなくてもわれわれはナースとしてのほこりをもっ
て看護しているsとの識見は私どももぜひ見習いたい
いものです。」と述べている。本院においても、ナー
スの意識に学歴・経験年数が影響を与えている。ナー
スとして、ほこり、自覚があれば、キャップはあって
もなくても、意味をもたないということであろう。し
かし、4）鳥は、「もし、白衣がないとしたら大組織の
病院では、職員同志の区別がっかなくなるだろう。
　もし、白衣がないとしたら、看護婦は、物事のけじ
めをっけにくくなるだろう。
　もし、白衣がないとしたら、若い（20代～30代の）看
護婦は、自信をもって処置やケア、患者指導ができな
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いだろう。彼らは人生経験も看護の経験も不足してい
るから。
　もし、白衣がないとしたら感染予防はどうなるだろ
うか。
　もし、白衣がないとしたら、それでも人々は“看護
婦”と私たちの集団を呼ぶのだろうか。」と述べてい
る。
　近年、看護が女性だけの職業でなくなり、看護士の
数も増えてきている。しかし、看護士にはキャップは
ない。又、看護士にキャップが不必要と考える者が53
％と過半数を占あている。ということは、キャップは
看護職員にある女性だけつけなくてはならないもの、
あるいは、女性だけがつけられるものである。
良く言えば、女性の特権、悪く言えば性差別となる。
　また、73％が訪問看護時にキャップはいらないと解
答している。つまり、キャップは、病院内だけで、女
性の看護職員と看護学生と看護体験希望者だけが、つ
けなくてはいけないもの、あるいは、つけられる物な
のであろう。
　キャップの利点は、髪をまとあるのに便利、ナース
の目印という意見が最も多かった。欠点は、邪魔であ
るという意見が多かった。キャップやピンで、頭髪や
頭皮に悪影響を与えているという意見も多い。これは
キャップのつけ方によって、ある程度は防げるものか
もしれないが、現在のキャップの型にも問題があると
考えられる。
　5）氏家は、　「看護が科学であり科学であろうとする
なら、総合的にCapとCapingの意義を、発展的立場で
再考し変革しなければならない」と述べている。しか
し、現在日本では、ナースがキャップをつける事が、
当然の事とされている。そのため、キャップが絶対に
必要であるという文献は少ない。それ程、ナースがキ
ャップをつける事は、一般的な事となっている。
　今回の研究において、用いたアンケートの設問の表
現が不適切であったり、一貫性にも欠けていたため、
研究の限界は明らかである。この調査を基礎調査とし、
今後もキャップとナースの意識、キャップの必要性に
ついて追求したいと考える。
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〈資料〉
1
0ro
ナースキャップ着用についてのアンケート
　今回、15西病棟で、ナースキャップについての看護研究を行うことにしました。
ナースキャップの着用について、以下の貫間にお答え下さい。
該当する数字にOをつけて下さい。　（複数回答可》
　（1）性別　 1男2女　（2）経験年数（　　）年目
　（3）資格　　　1　准看護嬬　2　看護嬬　3　看護士　4　保健婦　5　助産嬉
　（4）出身校　　1　准看護学校　2　看護学校（2年際程）　3　看護学校（3年謀程）
　　　　　　　　4　看護燈大　　5　看護大学　　6　保健婦学校　7　助産婦学校
　　　　　　　　8　保健婦動四十学校
（5）あなたは粟帽式の経験がありますか？　1はい　2いいえ
（6）藏帽式で感じたことを選んで下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　1　感勤した。嬢しか。た
　　　　　　　　　　　　　　　　2　意欲・決意・責任等を感じた
　　　　　　　　　　　　　　　　3　宗教色を感じた
　　　　　　　　　　　　　　　　4　何も感じなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　5その億（
（7）あなたのもつナースキャップのイメージを還んで下さい◎
　　　　　　　　　　　　　　　　1看護鱒の象徽　　　5目印
　　　　　　　　　　　　　　　　2白衣の天使　　　　6白衣の付属品
　　　　　　　　　　　　　　　　3清潔感　　　　　　7邪魔
　　　　　　　　　　　　　　　　4昂れ　　　　　　　8危険
（8）ナースキャップは必要だと思いますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　1必要　2不必要　3どちらともいえない
6その値
（
（9）（8）の理由を書いて下さい．
　（
（10）看護士にナースキャップ、あるいはそれに代わるものが必要だと思いますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　1必要　2不必要　3どちらともいえない
」
（13）ナースキャップをつける理由を下記の中から選んで下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　病院の艇期だから
　　　　　　　　　　　　　　　　　2　看護嬬の象微だから
　　　　　　　　　　　　　　　　　3　他の医療者と区別をつけるため
　　　　　　　　　　　　　　　　　4　仕事とプライベートのけじめをつけるため
　　　　　　　　　　　　　　　　　5　白衣とのバランスがとれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　6　髪をまとめるのに便利だから
　　　　　　　　　’　　　　　　　7　特に何も意識していない
　　　　　　　　　　　　　　　　　8　その値
（
（14）訪問看護時にナースキャップは必要だと思いますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　必要　2　不必要　3
（15》（14）の理由を書いて下さい。
（
どちらともいえない
）
］
）　（16）ナースキャップをつけても、つけなくても良いと言われたら、あなたはどうしますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　つける
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　つけない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　分からない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　周囲の人に合わせる］
　（17）ナースキャップの利点について、気付いたことがあれば記入して下さい。
　　（　　　　　　　　　　　　］
（18）ナースキャップの欠点について、気付いたことがあれば記入して下さい。
（
）
（11）（10）の理由を書いて下さい。
（12）無資格者（看養学生・1日看蔑体験など）がナースキャップをつけることについて、どう感
　．　　　じますか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1良いと轟う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2別に伺も感じない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ナースキャップ以外のものをつけた方がよい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4ナースキャップはつけない方がよい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
御協力ありがとうございました。
尚、御不明な点は、15階酉病棟（2590）永井までお問い合せ下さい。
15瞳西病棟　看護研究係
　　　　　　　永井和代
　　　　　　　安部由利子
　　　　　　　千手弥生
　　　　　　　新穂和子
　　　　　　　金井麻有美
